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立
て
た
い
」（
コ
ン
サ
ル
職
員
）

「
土
木
工
事
の
施
工
管
理
を
行
う
上
で
、

仮
設
足
場
等
の
設
置
や
安
全
性
を
判
別
す
る

た
め
に
、
構
造
力
学
は
必
須
の
能
力
だ
と
感

じ
た
」（
ゼ
ネ
コ
ン
職
員
）

六
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
の
三
日
間
で
実

施
さ
れ
た
新
規
研
修
「
構
造
計
算
の
基
礎
」

に
は
、
地
方
自
治
体
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

の
若
手
技
術
者
を
中
心
に
八
七
名
が
参
加
、

前
記
の
受
講
動
機
に
あ
る
よ
う
に
、
設
計
の

照
査
技
術
力
の
向
上
や
構
造
物
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、
改
め
て
構
造
力
学
を
学

ぶ
必
要
性
を
多
く
の
技
術
者
が
感
じ
て
い
る

よ
う
だ
。

理
論
と
演
習
で
学
ぶ
構
造
力
学

本
研
修
は
、
別
表
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
示

す
と
お
り
、
一
日
目
の
構
造
力
学
の
基
礎
的

な
講
義
と
二
・
三
日
目
の
実
務
的
な
設
計
演

習
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
東
京
都
市
大
学
の
皆
川
勝
教
授
が

担
当
。
構
造
物
が
さ
ま
ざ
ま
な
外
力（
荷
重
）

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
変
位
・
変
形
し
て
、

ど
の
よ
う
な
応
力
（
荷
重
に
抵
抗
す
る
力
）

が
発
生
す
る
か
。ま
た
ど
の
よ
う
な
計
算
で
、

ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
れ
ば
、
安
定
し

た
構
造
物
と
し
て
判
断
で
き
る
か
を
、
必
要

最
小
限
の
数
式
を
用
い
な
が
ら
解
説
し
た
。

そ
の
中
で
、
皆
川
教
授
は
「
構
造
力
学
的
に

構
造
物
を
見
る
目
を
養
う
こ
と
の
重
要
性
」

センター通信／建設研修 構造力学的に構造物を見る目を養成

構造計算の基礎

＜平成26年度新規研修＞

照
査
技
術
力
の
向
上
、

安
全
性
確
保
の
た
め
に

「
構
造
計
算
の
基
礎
を

学
ぶ
こ
と
で
、
普
段
目
に

す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

成
果
や
報
告
書
の
理
解
を

深
め
、
設
計
ミ
ス
等
が
あ

れ
ば
見
抜
く
力
を
つ
け
た

い
」（
自
治
体
職
員
）

「
各
種
構
造
物
の
設
計

計
算
に
お
い
て
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
設
計
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
い
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
構
造
計
算

の
基
本
を
学
習
す
る
こ
と

で
、
計
算
方
法
の
考
え
方

や
設
計
照
査
の
向
上
に
役

平成26年度研修「構造計算の基礎」時間割

月日 講義時間 教　　科　　目
講　　　師

所　属　・　氏　名

6/11
�(水）

08:30～09:00 受　付

09:00～09:30
開講の挨拶

オリエンテーション

09:30～12:00

構造力学の基本

東京都市大学
工学部　都市工学科

主任教授
皆　川　　勝

１．構造力学とは

２．力のつり合い

13:00～17:00

３．構造物を支える力

４．構造物に働く荷重と内部の力

５．材料の力学的性質

６．伸び縮みによる曲がる変形

6/12
�(木）

08:30～12:00

設計演習　Ⅰ　鋼構造物
仮設構台のＨ鋼部材設計 大日本コンサルタント

株式会社
横浜支店　支店長
三　浦　　聡

東京都市大学
工学部　都市工学科

主任教授
皆　川　　勝

１．既設計図書の計算内容トレース

２．単純梁（主桁）の断面力計算（手計算）

３．Ｈ鋼（主桁）の応力度計算（手計算）

13:00～17:30

４．仮設構台の設計（パソコン）

　（１）計画図面からＨ鋼のサイズを検討

　（２）設計計算書の確認

6/13
�(金）

08:30～12:00

設計演習　Ⅱ　RC構造物
逆Ｔ式擁壁のRC部材設計 大日本コンサルタント

株式会社
横浜支店　支店長
三　浦　　聡

東京都市大学
工学部　都市工学科

主任教授
皆��川　　勝

１．既設計図書の計算内容トレース

２．片持ち梁（竪壁）の断面力計算（手計算）

３．RC（竪壁）の応力度計算（手計算）

13:00～15:00

４．逆Ｔ式擁壁の設計（パソコン）

　（１）計画図面から壁厚を検討

　（２）設計計算書の確認

15:00～15:10 閉講式
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講師を担当された皆川教授（上）と三浦氏
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を
強
調
し
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
解
析
結
果

を
盲
目
に
信
じ
る
の
で
は
な
く
、
構
造
力
学

の
基
本
か
ら
結
果
の
成
否
を
判
断
す
る
こ
と

が
エ
ラ
ー
防
止
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
た
。

一
方
、
設
計
演
習
は
大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
株
式
会
社
の
三
浦
聡
氏
が
担
当
、
皆
川

教
授
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ

た
。
設
計
事
例
に
挙
げ
た
の
は
、
演
習
Ⅰ
が

Ｈ
鋼
を
利
用
し
た
「
仮
設
構
台
」、
演
習
Ⅱ 

が
Ｒ
Ｃ
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
を
利
用
し

た
「
逆
Ｔ
式
擁
壁
」。
そ
れ
ぞ
れ
実
際
の
設

計
計
算
書
と
図
面
を
参
照
し
な
が
ら
、
受
講

者
各
自
が
手
計
算
と
、
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て

簡
易
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、Ｈ
鋼（
桁

受
）
や
Ｒ
Ｃ
（
竪
壁
）
の
応
力
度
計
算
等
、

実
務
に
近
い
演
習
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
三

浦
氏
は
こ
の
演
習
の
意
義
に
つ
い
て
、「
具

体
的
な
数
字
を
追
い
か
け
て
い
く
と
、
設
計

手
法
や
そ
の
原
理
、
照
査
の
ポ
イ
ン
ト
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
設
計
の
考
え

方
を
修
得
す
る
に
は
手
計
算
か
ら
始
め
る
の

が
一
番
の
近
道
」
と
指
摘
し
た
。

受
講
者
の
意
見
・感
想

終
わ
り
に
、
研
修
後
に
提
出
さ
れ
た
受
講

者
の
感
想
文
か
ら
二
点
（
下
掲
）
を
要
約
し

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
本
研
修
は

新
規
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
受
講
者
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
も
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に

は
「
構
造
力
学
の
基
本
に
も
っ
と
時
間
を
か

け
て
ほ
し
い
」「
受
講
者
の
レ
ベ
ル
等
、
対

象
者
を
よ
り
明
確
に
し
た
ほ
う
が
内
容
が
充

実
す
る
」「
個
人
的
な
演
習
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
グ
ル
ー
プ
演
習
に
よ
る
討
議
の
場
が

あ
っ
て
も
い
い
」「
も
う
少
し
、
手
計
算
の

や
り
方
や
例
題
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、

研
修
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
に
努

め
、「
構
造
計
算
の
基
礎
研
修
」
が
更
に
成

長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

基
本
か
ら
学
べ
る
と
い
う
内
容
に
興
味
を
持

ち
、
本
講
座
を
受
講
し
た
。
改
め
て
構
造
力
学

の
基
礎
か
ら
考
え
る
機
会
は
通
常
業
務
で
は
不

可
能
で
あ
る
た
め
、
よ
い
経
験
と
な
っ
た
。

　

構
造
力
学
を
学
ぶ
の
は
学
生
以
来
で
あ
る

が
、
記
憶
の
あ
い
ま
い
な
も
の
が
時
を
経
て
考

え
る
と
、
案
外
理
屈
が
明
確
に
な
り
、
ま
た
受

講
で
知
り
得
た
こ
と
も
数
多
く
あ
り
、
総
合
的

に
考
え
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
る

こ
と
も
で
き
た
。

　

現
在
は
機
械
に
よ
り
複
雑
な
計
算
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
が
、
過
信
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ

り
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
人
の
経
験
と

な
る
。
も
ち
ろ
ん
基
本
で
は
あ
る
が
、
重
要
な

注
意
点
と
し
て
、
成
果
、
計
算
結
果
に
よ
り
決

定
し
た
断
面
・
数
量
（
肉
厚
や
鉄
筋
径
等
）
が

図
面
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
今
後
特
に
注
意

し
て
精
査
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
研
修
で
得
た
知
識
を
も
と

に
、
ミ
ク
ロ
、
マ
ク
ロ
の
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な

現
場
を
監
理
し
て
い
き
た
い
。�

（
自
治
体
職
員
）

　

普
段
は
計
算
ソ
フ
ト
に
よ
り
構
造
計
算
を
実

施
し
て
い
る
が
、
基
本
を
再
度
確
認
す
る
た
め

に
参
加
し
た
。

　

構
造
の
考
え
方
の
基
本
と
な
る
構
造
力
学
の

講
義
、
仮
設
構
台
、
逆
Ｔ
式
擁
壁
等
の
計
算
事

例
に
よ
る
演
習
、
双
方
と
も
業
務
を
実
施
す
る

上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

講
義
の
進
め
方
は
受
講
者
が
理
解
で
き
る
よ

う
内
容
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
公
式
や
演
習
も

取
り
入
れ
、
実
際
に
講
義
で
聞
い
た
内
容
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
た
め
、
よ
り
一
層
理

解
が
深
ま
っ
た
。

　

構
造
計
算
の
演
習
は
例
題
を
踏
ま
え
た
上
で

実
際
の
計
算
例
を
用
い
て
の
演
習
で
あ
っ
た
た

め
、
構
造
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
わ
か
り
や

す
か
っ
た
。

　

ま
た
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
提
供

も
あ
り
、
い
つ
で
も
基
本
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
業
務
を
遂
行
す

る
に
あ
た
り
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。�

（
コ
ン
サ
ル
職
員
）

「
構
造
計
算
の
基
礎
研
修
」を
受
講
し
て�

（
受
講
者
の
感
想
文
よ
り
）

☆
本
研
修
の
お
問
い
合
せ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
研
修

局（
〇
四
二-

三
二
四-

五
三
一
五 

）ま
で
ど
う
ぞ
。

研
修
で
得
た
知
識
を

現
場
監
理
に
役
立
て
た
い

講
義
、
演
習
と
も
に

今
後
の
業
務
に
欠
か
せ
な
い
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